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要旨 

新型コロナウイルスの感染拡大によって，各自治体はその情報をオープンデータとして公開することで，透明性を
確保するとともに，データの 2次利用の促進が期待された．地方自治体が保有するデータの可視化にはGISの利用
が有効であるが，そのためには地図とデータのマッピングが必要となる．本研究では可視化の例とともに，地図と
データのマッピングについての検討を行った． 

1. はじめに 

1.1. 背景 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，2019 年 12 月初旬第 1 例目の感染者が報告されてから，

わずか数か月ほどの間に世界的な流行となった．また，国内での累計感染者は 2021年 11月で 170万人

[1]を超えている．そして，新型コロナウイルスの感染が拡大するとともに，情報公開が重要となり，現

在では，各都道府県が感染者数をオープンデータとして，Webで公開している．オープンデータによる

公開を行うことで，アプリ開発者はデータの 2 次利用が可能となり，各種の感染症対策で有効活用が可

能となる．オープンデータの公開や活用は，国内の情報施策とも合致しており，データ活用による安全・

安心に関する情報の充実が期待される． 

1.2. 新型コロナとオープンデータ 

新型コロナウイルスのオープンデータを活用した取り組みとしては，感染者数や検査数，病床使用率等を都道府

県単位に可視化するダッシュボードサイト[2]の公開等がある．しかし，新型コロナウイルスのオープンデータの利

活用のためには，公開データのフォーマットが統一されていない等の課題がある[3]．この課題に対応するために，

東京都のオープンデータ公開サイトをオープンソース化し，その知見をまとめた「新型コロナウイルス感染症対策

に関するオープンデータ項目定義書[4]」が公開されている． 

2. 研究の概要 

2.1. 既存研究 

新型コロナウイルスについてのオープンデータは都道府県単位のデータを厚生労働省が公開し，それに加えて各

都道府県が個別にデータ公開を行うケースが多い．既存の可視化の取り組みとしては，前述のオープンソースによ

る可視化の事例が多く，ダッシュボード型での公開が主である． 

2.2. 研究の目的 

本研究の目的は各自治体等から公開されているオープンデータを加工しGIS上に可視化することである．これに

より，公開データの意味を直感的に把握することが可能となる．この目的を満たすためには，オープンデータの公

開状況やそのフォーマットを調査し，主要なフォーマットから情報を可視化する際の手順を検討することである．

行政が提供されているオープンデータは CSV ファイルが多い[5]と考えられるために，プログラムからの加工が容

易な XML や JSON といったフォーマットへの変換が必要である．さらに，GIS での可視化のためには，地図との

情報のマッピングが必要であるために，位置情報もしくは都道府県や市区町村といった単位をあわせて加工するこ

とで，GIS上での可視化が可能となる． 

2.3. 処理方法について 

まずは都道府県の公開する新型コロナウイルスのオープンデータを取得する．首都圏のデータとしては，CSVデ
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ータが 4 件，HTMLでの公開が 1 件，Excel データでの公開が 1 件であった．このため，フォーマットの変換を行

い，JSON 形式での GIS 等での利用が容易な形式に変換する．次に，取得した JSON データを地図上にマッピング

するために，国土地理院のデータダウンロードサービス[6]で取得した都道府県の行政区域のポリゴンデータをGIS

で可視化し，感染者の数により濃淡の調整を行った．利用した GIS は leaflet.js[7]でタイルサーバは国土地理院の標

準地図[8]を利用した． 

2.4. 処理結果と考察 

先に示した処理手順に従って，新型コロナウイルスの感染者数を神奈川県および千葉県から取得し，感染者の数

をポリゴンデータの濃淡で表現した例を図 1に示す． 

 

 

図 1 神奈川と千葉の可視化の例 

 

千葉県は地図とのマッピングのための情報として市区町村単位での感染者の数があったために，比較的容易に地

図での視覚化が可能であった．また，神奈川県については感染者の数は保健所の管轄の単位で公開されていたため

に，市区町村との対応をデータとして作成する必要があった．その他には，神奈川県と同じパターンが 1件，地図

とのマッピングに関する情報がないケースが 1件，市区町村単位の集計は日別であったために，別途集計のプログ

ラムの作成が必要であったのが 1 件，HTML で公開されているために Web ページのスクレイピング処理が必要で

あったのが 1件である． 

3. おわりに 

本研究では，新型コロナウイルスのオープンデータとして公開されている情報を地図上で視覚化することで感染

状況を直感的に確認することを目的とした可視化を行った．そのための方法として，オープンデータを地図上にマ

ッピングする方法を検討した．今後は時系列での集計によるさらなる可視化や行政区域以外でのマッピング方法の

検討を行う必要があると考える． 
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